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 本 研 究は、韓国における歴史的建造物のあり方を再評価するために、その前提

となる 2 0 世紀前半の植民地朝鮮における歴史的建造物の保存と修理工事を取り
巻く諸状況を明らかにすることを、研究の目的とする。  
 本 論 文で事例として挙げている修徳寺大雄殿修理工事は、朝鮮総督府の小川敬

吉技手が工事監督を務め、1 93 7 年から 194 0 年にかけて建物の調査及び全解体修
理工事が行われ、その 結果、建物の創 建年代（高麗忠烈王 3 4（ 13 0 8）年）が明
らかになるとともに破風撤去と建具の変更などが行われ、現在の大雄殿の姿を整

えるようになった。それ以前の修理としては朝鮮時代に行われた 15 28 年の彩色
補修、 1 7 51 年と 1 77 0 年の補修、 1 8 0 3 年の大雄殿背面の飛檐垂木と破風改修な
どがあり、また 1 930 年代以降の修理としては、一部の補修はあったものの、植
民地時代の修理のような大規模な修理は行われていない。すなわち、この時期の

工事は日本人の修理技術者の監督下で行われた近代的な解体修理工事であったに

もかかわらず、当時の工事の詳細についてはあまり知られていないのが現状であ

る。  
 ま た 、修徳寺大雄殿は朝鮮総督府官房告知によって 1 9 3 5 年に「宝物第 2 3 8 号」
として指定され、1 9 62 年に韓国政府によって「国宝第 4 9 号」と指定変更された。
1900 年代初めごろの関野貞の韓国古建築調査ではこの建物が挙げられておらず、
この建物が歴史的建造物として注目されはじめるのは 1 930 年代以降のことであ
る。その価値をはじめて見いだしたのも小川敬吉技手として知られており、小川

は修徳寺大雄殿の建造物としての価値判断から保存修理工事に至るまで一貫して

関わった人物である。小川は 1 91 6 年に渡鮮して以来、 1 92 1 年に朝鮮総督府技手
となり、19 4 4 年まで朝鮮の古蹟調査及び保存事業、建築設計などの活動を行った
人物でもある。  
 小 川 が蒐集した朝鮮古蹟調査関連資料（『小川敬吉資料』）は、現在、京都大学

吉田建築系図書室と佐賀県立名護屋城博物館の 2 ヶ所に所蔵されており、本論文
ではそれらの資料を主に利用した。近年に『修徳寺大雄殿‐ 1 93 7 年保存修理工事
の記録‐ 』（徳崇 叢林修徳 寺、 2 003） という出版 物が刊 行された が、これ は 京都
大学所蔵の『小川敬吉資料』のうち、修徳寺大雄殿工事関連資料を中心に解説を

付け加えたものに過ぎず、佐賀県立名護屋城博物館所蔵の資料については紹介こ

そあるものの、内容については触れられていない。  
 上 記 のような研究背景をふまえた上で、本論文では、韓国歴史的建造物の保存

修理工事の記録を通して、当時の日本国内の歴史的建造物保存修理の制度や手法

が植民地朝鮮のそれに及ぼした影響、すなわち、適用段階における具体的な様相

について考察した。また、佐賀県立名護屋城博物館が所蔵する新資料「宝物建造

物修徳寺大雄殿工事報告」に初めて保存史学上の価値を与えるとともに、韓国の

歴史的建造物保存において小川敬吉が果たした役割について考察を行った。  
 本 論 文の構成は、序論で研究の目的と意義、従来の研究、研究の範囲と方法に
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ついて述べた後、本論 5 章と結論となっている。  
 本 論 の第 1 章「植民地朝鮮における歴史的建造物の保存制度の形成と変遷」で
は、「寺刹令」の施行（ 1 9 11 年）から「古蹟及遺物保存規則」の制定（ 1 91 6 年）
を経て、「朝鮮宝物古蹟名勝天然記念物保存令」（ 1 93 3 年）に至るまでの近代的な
保存関連法令の整備について考察した。その結果、植民地朝鮮における歴史的建

造物の保存関連法令は日本の法令をモデルとしており、類似している部分が多い

が、単なる模倣ではなく、日本に先駆けた先進的な試みも行われたことが判明し

た。また、朝鮮総督府の古蹟調査及び保存事業関連の組織の形成とその改編につ

いても考察を行った。その結果、最初の組職で見られる特徴は建築営繕にかかわ

る業務と歴史的建造物の修理が分離しないまま、実行された。しかし、1 9 3 0 年代
に行われた官制改訂をみると、調査・管理・保存の業務が朝鮮総督府学務局へ統

合され、歴史的建造物の修理が完全に独立した領域として認識されたことが判 る 。 
 第 2 章「植民地朝鮮における歴史的建造物の保存修理工事とその記録」では、

工事関連記録が残っている修理工事の事例を時代順に並べ整理し、その工事の特

徴について考察した。また、ここに紹介する工事関連記録の多くは『小川敬吉資

料』に所収されているもので、その中には「修理工事報告書」に当たるものが幾

つかあるため、その構成内容についても考察を行った。修理工事報告書の最も早

い事例は、1 91 3 年の平壌普通門修理工事に関する報告の『大正 2 年度平壌普通門
修理紀要』であり、 19 16 年~ 1 9 19 年の浮石寺無量寿殿及び祖師堂の修理工事に
関する記録が「浮石寺保存工事施業功程」として残っていることが判明した。こ

の二つの資料は工事監督の木子智隆によって作成されたものである。19 1 9 年の金
提金山寺修理工事の記録としては『金山寺観跡図譜』という出版物があるが、工

事の概要に関する概略と工事後の写真が主で、工事報告書というより、写真集に

近い。一方、1 93 3 年以降になると、修理工事の概要だけでなく、調査事項などの
詳細項目が増えることがわかる。この時期の修理工事報告として知られているの

は「宝物成仏寺応真殿工事調書」である。以上のことをふまえた上で結論づける

と、1 9 1 3 年から 1 9 45 年の修理に至るまで植民地朝鮮では修理工事報告はその体
裁が整っておらず、建物の概要や写真・図面を中心に作成されたものもあるが、

浮石寺や成仏寺応真殿の工事報告は他の報告よりその内容が充実していることが

わかる。  
 第 3 章「 1 9 33 年以降における宝物建造物の保存及び修理工事」では、「朝鮮宝
物古蹟名勝天然記念物保存令」（ 1 93 3 年）の制定後の修理工事のあり方について
考察した。その結果、 1 9 33 年以降の修理工事においては、「宝物建造物修理施行
準則」という工事執行に関する規定があり、日本の「国宝保存法」時代の「国宝

建造物修理施行準則」になぞって作られたことが判明した。また、『小川敬吉資料』

には「修徳寺大雄殿修理工事取扱手続」（附則には、昭和 1 2 年 2 月 2 6 日より施
行と記載）と「宝物建造物長安寺四聖殿保存修理工事取扱手続」（附則には、昭和



Ｎｏ.3  
  

 

13 年 2 月  
ママ

日 より施行と記載）という 2 件の文書が所収されており、各修理事業

ごとに工事執行に関する必要事項の規定を定めたことが判った。その規定内容は

2 件とも職制や庶務及び会計に関する事項で、特に、工事竣成後には「破損及構
造ノ調査書、修理工事経過ノ詳細、実施仕様書、精算書、修理前実測図各種仕事

図及修理竣工図、摺拓本及模型、修理前写真、資料写真及修理竣工写真」を備え、

提出することが求められていることが判明した。  
 第 4 章「『小川敬吉資料』からみる修徳寺大雄殿の修理工事（ 1 93 7~ 1 94 0 年）」
では、新出資料「修徳寺大雄殿修理報告」を紹介するとともに、修徳寺大雄殿が

全解体工事に至るまでの経緯や、工事担当者、工事日程、その工事内容、修理方

針などについて分析し、考察を行った。その結果、修徳寺大雄殿修理工事は歴史

的建造物の保存修理工事に関する考え方や修理方針がある程度整った 1 93 3 年以
降に実施された工事であったため、学術的な調査を伴う解体修理工事が図られ、

建築技術などに関する考察が積極的に行われたことが判った。また、修理方針と

しては当時の日本と同様に原形への復旧を目指す一方、在来の工法の踏襲、同種・

同質の材料の利用、部材の再利用、修補年号の燈印などが原則として守られた。

また古色塗をし、材料の風化による「古風」を出し、建物の審美的な面を重要視

したことがわかる。また、学術調査では柱内転び、柱隅伸び、糸巻型平面、日本

の和様・唐様・天竺様の手法が混在した手法を発見し、その形式手法を再現する

ことに重点をおいたこともわかる。以上のことをふまえた上で結論づけると、修

徳寺大雄殿修理工事は単に損傷した部分を修理するだけでなく、韓国木造建築の

細部の構造技法について究明しようとする小川敬吉の修理への姿勢が窺えるもの

である。  
 第 5 章「韓国歴史的建造物の保存修理事業における朝鮮総督府技手小川敬吉の
役割」では、まず、小川敬吉の履歴について考察を行った。小川については朝鮮

総督府の技手であったということと『小川敬吉資料』の存在しか知られておらず、

韓国の歴史的建造物の保存史において語られることはなかった。しかし、『小川敬

吉資料』の資料としての価値や本論文の本論第 1 章から第 4 章までの内容をふま
えると小川に対する評価は再考する必要があり、それについて考察した。  
 結 論 では、これまでの考察をふまえて本論文の成果を総括的に展開している。

まず本論で扱った各章の内容の相互関係を示すことで、本論文の全体象を示した。

歴史的建造物の保存と修理工事は当時代の政治的・経済的・社会的な諸状況によ

って左右されることは間違いない。行政的な保存制度の整備や改編はそれを代弁

するものである。しかし、歴史的建造物の修理工事においては修理技術者の修理

経験や知識、保存に関する考え方または信念などによって左右される部分もある

のではないかというのが本論文の研究背景であり、実際、小川敬吉技手が携わっ

た修徳寺大雄殿工事の資料を分析することでそれを明らかにした。
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